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定例会報告

宇宇多多津津北北小小学学校校校校舎舎増増築築へへ

平
成
22
年
第
１
回
定
例
会
は
３
月
８
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
議
案
37

件
、
陳
情
１
件
、
請
願
１
件
、
発
議
２
件
、
同
意
１
件
、
諮
問
１
件
、
継
続
審
査
１

件
を
審
議
し
た
。
ま
た
一
般
質
問
は
８
人
が
登
壇
し
、｢

町
施
設
駐
車
場
と
町
有
地

で
の
駐
車
の
適
正
管
理｣

｢

今
秋
、
任
期
満
了
を
迎
え
る
谷
川
町
長
の
進
退
は｣

｢

子

供
た
ち
の
為
に
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
の
貸
し
出
し
を｣

｢

車
イ
ス
利
用
者
に
屋
根
付
き
駐
車

場
を｣
｢

乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
の
拡
大｣

｢

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方｣

｢

町
長

の
政
策
転
換
で
住
民
の
暮
ら
し
と
命
を
守
れ｣

｢

保
健
セ
ン
タ
ー
の
利
活
用｣

な
ど
に

つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
ま
た
谷
川
町
長
か
ら
所
信
表
明
が
な
さ
れ
た
。

｢

意
見
書
、陳
情
、要
望
書
な
ど
の
受
付｣

に
つ
い
て

締
め
切
り
は
定
例
会
の
前
月
末
日(

次
回
の
６
月
定
例
会
で
は
５
月
31
日)

ま
で
の
受
付

と
し
、
そ
れ
以
降
は
９
月
定
例
会
の
取
扱
い
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

主
な
審
議
結
果
と
内
容

平
成
22
年
度
一
般
会
計
予
算

賛
成
多
数

(

８
人)

で
可
決

59
億
９
、
６
０
０
万
円

(

昨
年
比
９･

３
㌫
増)

歳
入

(

入
る
お
金)

地
方
交
付
税
が
昨
年
に
比
べ
１
、５
０
０
万
円
増

町
税
が
28
億
１
、５
２
３
万
円
と
昨
年
よ
り
２
、３
２
１
万
円
減
っ
て
い
る
。
地
方
交

付
税
は
、
４
億
４
、０
０
０
万
円
。
国
・
県
支
出
金
は
、
11
億
８
、８
７
９
万
円
で
昨
年

よ
り
４
億
１
０
６
万
円
の
増
額
。
歳
入
不
足
を
補
う
た
め
の
町
債(

借
金)

は
総
額
５
億

７
、２
８
０
万
円
。
繰
入
金(

貯
金
を
下
ろ
し
て
使
う
金
額)

は
２
億
３
、８
７
１
万
円
。

歳
出

(

使
う
お
金)

公
債
費(

借
金
の
返
済
金)

は
昨
年
に
比
べ
４
１
５
万
円
の
増

人
件
費
は
11
億
４
、７
０
０
万
円
で
昨
年
に
比
べ
２
、６
９
０
万
円
の
増
額
と
な
っ
て

い
る
。
公
債
費
は
４
億
４
、２
５
２
万
円
。
普
通
建
設
費
７
億
７
、３
０
０
万
円
。
今
年

度
末
の
地
方
債(

借
金)

の
残
高
は
38
億
８
７
８
万
円
の
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
22
年
度
の
主
な
事
業
内
容

・
宇
多
津
北
小
学
校
増
築
工
事

・
今
市
の
古
民
家
活
用
事
業

・
三
角
邸
屋
根
瓦
葺
き
替
え
工
事

・
鍋
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
分
館
遊
具
設
置
工
事

・
中
学
校
吹
奏
楽
部
楽
器
購
入

な
ど

住民の皆様へ
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会 計 名 本年度当初予算 前年度当初予算 比 較

一 般 会 計 59億9,650万円 54億8,800万円 ５億850万円

特

別

会

計

国民健康保険 13億4,660万円 13億8,813万円 △ 4,153万円

老人保健 537万円 537万円 0

介護保健 ８億4,650万円 ８億5,393万円 △ 743万円

後期高齢者医療 １億4,089万円 １億3,911万円 178万円

下水道事業 ９億8,429万円 ９億4,618万円 3,811万円

坂下墓地整備事業 360万円 500万円 △ 140万円

水道事業会計 収 入 額 支 出 額

本年度収益的
収入及び支出 ４億770万円 ３億6,049万円

前年度収益的
収入及び支出 ３億6,607万円 ３億5,259万円

比 較 4,163万円 790万円

平成22年度予算

主
な
条
例
改
正

・
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

賛
成
多
数(

５
人)

で
可
決

(

内
容)

老
朽
菅
を
耐
震
化
す
る
な
ど
の
事
業
費
確
保
を
目
的
と
し
て
水

道
料
金
を
改
定
す
る
た
め

・
町
長
及
び
副
町
長
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
会
一
致
で
可
決

・
教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

全
会
一
致
で
可
決

(

内
容)

現
下
の
経
済
状
況
を
鑑
み
、
人
件
費
の
削
減
を
行
う
た
め

・
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
の
設
置
及
び
管
理
運
営
に
関
す
る
条
例
の
制
定

賛
成
多
数(

８
人)

で
可
決

(

内
容)

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
が
県
か
ら
譲
与
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
管
理

運
営
な
ど
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め

・
放
課
後
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
会
一
致
で
可
決

(

内
容)

ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
児
童
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
新
規
ク
ラ

ブ(

放
課
後
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ)

を
設
置
す
る
た
め

・
自
転
車
等
放
置
防
止
条
例
の
制
定

全
会
一
致
で
可
決

(
内
容)

美
観
維
持
、
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め

請
願

・
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
法
の
制
定
に
関
す
る
請
願
書
に
つ
い
て

全
会
一
致
で
継
続
審
査

陳
情

・
改
正
賃
金
法
の
早
期
完
全
施
行
等
を
求
め
る
陳
情
書
に
つ
い
て

全
会
一
致
で
可
決

人
事
案
件

・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

全
会
一
致
で
可
決

(

内
容)

上
原

尚
眞
氏(

多
度
津
町
大
字
葛
原
３
０
７
番
地
５)

を
適

任
で
あ
る
と
答
申
し
た

・
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

全
会
一
致
で
可
決

(

内
容)

小
西
敏
和
氏(

宇
多
津
町
２
６
８
番
地
２)
を
適
任
で
あ
る
と

答
申
し
た

発
議

・
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

賛
成
多
数(

５
人)
で
可
決

(

内
容)

現
下
の
経
済
状
況
を
鑑
み
、
議
員
報
酬
を
約
３
％
削
減

平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
５
号)

賛
成
多
数(

８
人)

で
可
決

２
億
２
、６
１
９
万
円
を
追
加
し
、

総
額
62
億
９
、６
０
７
万
円
と
し
た
。

歳
入

(

入
る
お
金)

主
に
町
民
税
３
、２
２
０
万
円
と
町
債
２
億
６
、５
１
０
万
円

を
追
加
。ま
た
地
方
消
費
税
交
付
金
に
１
、２
０
０
万
円
な
ど

歳
出

(

使
う
お
金)

主
に
公
債
費
に
３
億
３
０
万
円
と
宇
多
津
北
小
学
校
教
室
棟
増

築
工
事
な
ど

そ
の
他
平
成
21
年
度
補
正
予
算

・
平
成
21
年
度
宇
多
津
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
２
号)

賛
成
多
数(

８
人)

で
可
決

・
平
成
21
年
度
宇
多
津
町
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
１
号)

賛
成
多
数(

８
人)

で
可
決

・
平
成
21
年
度
宇
多
津
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
２
号)

賛
成
多
数(

８
人)

で
可
決

・
平
成
21
年
度
宇
多
津
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算(

第
１
号)

賛
成
多
数(

８
人)

で
可
決

・
平
成
21
年
度
宇
多
津
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
３
号)

賛
成
多
数(

８
人)

で
可
決

・
平
成
21
年
度
宇
多
津
町
坂
下
墓
地
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算(

第
１
号)

全
会
一
致
で
可
決

・
平
成
21
年
度
宇
多
津
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

賛
成
多
数(

８
人)

で
可
決
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役
場
は
、
就
業
時
に
６
割
の
駐

車
が
あ
る
。
職
員
の
駐
車
を
含

め
、
現
状
を
ど
う
お
考
え
か
。

ま
た
、
中
央
公
園
は
、
駐
車
場
面
積

が
狭
い
が
、
拡
張
で
き
な
い
の
か
。

そ
し
て
、
役
場
・
中
央
公
園
・
臨
海

公
園
及
び
本
町
町
有
地
の
無
断
駐
車
を

ど
う
す
る
の
か
。

役
場
に
用
件
の
あ
る
方
が
車
で
来
庁

さ
れ
る
際
の
配
慮
と
し
て
、
無
断
駐
車

禁
止
の
啓
発
看
板
の
設
置
や
、
移
動
の

勧
告
の
実
施
等
を
考
え
て
い
ま
す
。
一

方
、
職
員
の
車
通
勤
に
関
し
て
も
住
民

へ
の
利
用
規
制
を
す
る
こ
と
か
ら
一
定

の
制
限
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

中
央
公
園
は
近
隣
公
園
に
位
置
づ
け

ら
れ
、
当
初
の
計
画
よ
り
車
で
の
来
園

を
余
り
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

従
い
ま
し
て
、
現
駐
車
場
の
16
台
分

が
有
効
利
用
さ
れ
る
よ
う
管
理
に
十
分

努
め
て
参
り
ま
す
。

占
有
車
両
に
は
注
意
文
、
警
告
文
を

掲
示
し
最
終
的
に
は
警
察
か
ら
も
注
意

し
て
頂
け
る
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
町
町
有
地
は
、
調
査
の
上
、

対
処
し
て
い
き
ま
す
。

町
職
員
の
多
採
用
に
つ
い
て

一
般
行
政
事
務
は
３
名
程
度
の
募
集

だ
が
、
５
名
採
用
の
よ
う
だ
。
い
び
つ

な
職
員
構
成
に
な
る
と
思
う
が
、
な
ぜ

か
。
ま
た
、
来
年
度
の
予
定
は
あ
る
か
。

そ
し
て
、
競
争
倍
率
・
学
部
別
人
数
・

男
女
比
・
町
内
外
比
は
、
ど
う
か
。

５
名
程
度
の
採
用
と
な
っ
た
の
は
、

急
遽
前
住
民
生
活
課
長
が
死
去
さ
れ
た

こ
と
や
休
職
者
等
の
人
数
、
復
職
の
時

期
な
ど
を
考
慮
し
た
た
め
で
ご
ざ
い
ま

す
。来

年
度
の
一
般
行
政
事
務
の
採
用
は
、

本
年
度
、
数
年
先
ま
で
の
退
職
者
を
見

込
ん
だ
採
用
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

突
発
的
な
事
柄
が
な
い
限
り
、
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。

競
争
倍
率
は
５
・
６
倍
で
、
学
部
別

人
数
は
経
済
学
部
９
名
、
人
文
学
部
４

名
、
工
学
部
、
文
学
部
、
農
学
部
、
教

育
学
部
各
３
名
、
社
会
福
祉
学
部
、
医

療
福
祉
学
部
、
生
活
科
学
学
部
各
１
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。
男
女
比
が
、
男
性

が
20
名
、
女
性
が
８
名
、
町
内
外
比
で

は
、
町
内
14
名
、
町
外
14
名
で
す
。

谷
川
町
長
は
今
年
10
月
、
任
期

満
了
を
迎
え
る
。
イ
ン
フ
ラ
整

備
な
ど
が
進
ん
だ
一
方
、
残
さ
れ
た
課

題
も
あ
る
。
国
や
県
と
の
パ
イ
プ
を
持

つ
町
長
に
期
待
す
る
町
民
も
多
い
中
、

進
退
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

た
だ
今
、
身
に
余
る
温
か
い
お
言
葉

を
頂
き
、
誠
に
恐
縮
に
存
じ
ま
す
。
お

か
げ
様
で
、
非
才
な
私
で
す
が
、
多
く

皆
様
の
お
力
添
え
や
ご
指
導
を
頂
き
、

町
政
の
進
展
に
邁
進
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
際
、
関
係
者
ご
一
同
に
深

く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
と
し
て
は
、
公
人
と
し
て
の
町
の

課
題
と
将
来
に
対
す
る
尽
く
せ
ぬ
思
い

と
、
お
の
が
能
力
の
限
界
、
一
方
、
人

生
の
林
住
期
を
迎
え
、
許
さ
れ
る
な
ら

安
息
の
日
々
を
家
族
や
地
域
の
人
々
と

過
ご
し
た
い
と
の
、
私
人
と
し
て
の
思

い
の
中
で
逡
巡
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
現
在
の
心
境
を
述
べ
さ
せ
て

頂
き
、
お
答
え
と
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

子
ど
も
の
虐
待
の
通
報
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

最
近
ニ
ュ
ー
ス
で
も
よ
く
耳
に
す
る

子
ど
も
の
虐
待
と
そ
の
通
報
に
つ
い
て
。

通
報
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
の
仕
方
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
保
健
師
の
訪

問
な
ど
の
連
携
は
と
ら
れ
て
い
る
の
か
。

町
は
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
を
開

始
し
て
、
保
健
師
等
が
、
生
後
４
カ
月

ま
で
の
乳
児
の
家
庭
を
訪
れ
、
乳
児
と

そ
の
保
護
者
の
心
身
の
状
況
や
養
育
環

境
の
把
握
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

保
護
者
に
養
育
支
援
が
必
要
で
あ
る
と

か
、
監
護
さ
せ
る
の
が
不
適
当
と
認
め

ら
れ
る
場
合
は
、
町
と
関
係
機
関
が
連

携
し
、
対
応
し
て
い
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
健
診
等
の
際
に

心
身
の
状
況
を
見
て
、
虐
待
の
お
そ
れ

が
あ
る
か
注
意
し
た
り
、
未
受
診
者
で
、

そ
の
乳
幼
児
の
い
る
家
庭
等
を
訪
問
し
、

確
認
に
努
め
て
い
ま
す
。

通
報
が
あ
れ
ば
48
時
間
以
内
に
児
童

の
安
全
確
認
す
る
よ
う
努
め
、担
当
職
員

等
が
確
認
と
調
査
に
出
向
い
て
い
ま
す
。
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出
生
率
、
県
下
ナ
ン
バ
ー
１
の

宇
多
津
町
に
と
っ
て
、
素
晴
ら

し
い
子
育
て
支
援
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
、
町
と
し
て
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ

ド
貸
し
出
し
事
業
に
つ
い
て
の
お
考
え

を
お
伺
い
致
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
は
、
経
済
的
な
負
担

軽
減
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
様
々

な
施
策
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
国
ま
た

は
自
治
体
と
し
て
財
政
状
況
を
見
極
め
、

ど
こ
ま
で
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
の

か
判
断
が
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

近
年
、
一
時
期
だ
け
ベ
ビ
ー
用
品
を

民
間
会
社
か
ら
レ
ン
タ
ル
す
る
サ
ー
ビ

ス
が
あ
っ
た
り
、
短
期
間
し
か
利
用
し

な
い
ベ
ビ
ー
用
品
は
、
友
人
、
知
人
同

士
、
譲
り
合
う
と
い
う
事
も
聞
い
て
い

ま
す
。

こ
の
様
な
状
況
か
ら
、
各
々
の
ご
家

庭
で
工
夫
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
し
、

利
用
期
間
や
金
額
、
子
ど
も
手
当
の
支

給
の
開
始
等
を
考
慮
す
る
と
、
ご
家
庭

で
ご
負
担
頂
け
る
の
で
は
と
考
え
て
い

ま
す
。

子
ど
も
手
当
に
つ
い
て

４
月
１
日
施
行
予
定
の
子
供
手
当
の

宇
多
津
町
に
お
け
る
、
交
付
金
の
見
込

額
、
該
当
す
る
人
数
と
給
付
金
額
と
事

務
費
、
ま
た
、
事
務
的
な
準
備
、
新
た

な
受
給
者
の
申
請
等
、
ど
の
よ
う
に
な

さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、

支
給
総
額
に
対
す
る
国
の
負
担
は
、

手
当
支
給
総
額
か
ら
県
と
町
が
従
来
の

児
童
手
当
法
に
基
づ
く
費
用
負
担
額
を

差
引
い
た
残
り
の
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
本
町
の
支
給
総
額
は
、
平
成
22

年
度
、
10
カ
月
分
で
約
４
億
２
千
６
百

万
円
程
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

事
務
的
な
準
備
で
す
が
、
今
国
会
で

予
算
及
び
法
案
の
審
議
予
定
で
、
細
部

ま
で
詰
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
状
況

で
あ
り
、
短
時
間
で
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

受
給
対
象
世
帯
の
う
ち
４
月
以
降
出

生
や
転
入
の
あ
っ
た
世
帯
や
中
学
２
、

３
年
生
の
い
る
世
帯
は
、
認
定
請
求
書

等
の
提
出
を
お
願
い
し
、
他
の
世
帯
で

も
現
況
届
の
提
出
を
お
願
い
す
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

庁
舎
敷
地
内
の
駐
車
場
は
保
健

セ
ン
タ
ー
で
行
事
が
あ
る
時
な

ど
は
混
雑
し
、
車
の
止
め
る
場
所
に
困
っ

て
い
る
人
を
多
く
見
受
け
る
が
、
絶
対

数
が
不
足
し
て
い
る
の
で
は
。
そ
の
対

応
は
？
車
イ
ス
利
用
者
の
駐
車
場
で
の

雨
天
時
の
乗
降
時
の
雨
よ
け
対
策
は
？

保
健
セ
ン
タ
ー
の
利
用
申
請
の
受
付

時
、
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
極
力
乗
り

合
わ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
お
伝
え
し
て

い
ま
す
が
、
さ
ら
に
無
断
駐
車
禁
止
の

看
板
設
置
、
占
有
車
両
へ
の
移
動
勧
告
、

職
員
へ
の
マ
イ
カ
ー
通
勤
の
自
粛
要
請

を
考
え
て
い
ま
す
。

雨
天
時
の
車
い
す
の
乗
降
で
は
ご
不

便
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、
た
ち
ま

ち
雨
よ
け
の
施
設
の
増
設
が
簡
単
で
な

い
た
め
、
庁
舎
東
通
用
口
と
保
健
セ
ン

タ
ー
の
間
の
渡
り
廊
下
の
下
を
ご
利
用

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
雨

も
し
の
げ
、
ス
ロ
ー
プ
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
好
位
置
か
と
存
じ
ま
す
。
た
だ
し
、

車
い
す
の
乗
降
も
あ
る
旨
、
今
後
、
啓

発
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

｢

企
業
連
携
の
会｣

設
立
の
目

的
と
主
旨
は
？

委
員
会
の
構
成
と
そ
の
活
動
内
容
は
。

委
員
の
意
見
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ

た
の
か
。
こ
れ
ま
で
の
進
捗
状
況
は
？

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
欲
し

い
が
。

委
員
会
の
構
成
で
す
が
、
今
、
11
社

と
商
工
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
活

動
内
容
で
す
が
、
今
ま
で
計
３
回
、
会

議
を
も
っ
て
い
ま
す
。

会
で
は
、
環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た

｢

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
町｣

と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
り
、
販
売
促
進
の
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
制
を
つ
く
っ
た
ら
ど
う
か
と
い

う
ご
提
案
や
ラ
ジ
オ
等
の
活
用
と
い
っ

た
よ
う
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
か
ら
こ
の
会
の
中
で
、
企
業
の
皆

さ
ん
方
の
知
恵
を
出
し
て
い
た
だ
い
て
、

考
え
て
い
く
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
皆
で
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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厳
し
い
財
政
状
況
下
、
新
年
度

よ
り
三
豊
市
や
観
音
寺
市
は
乳

幼
児
医
療
費
無
料
化
を
中
学
校
卒
業
ま

で
拡
大
す
る
、
観
音
寺
市
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
脳
症
予
防
の
Ｈ
ｉ
ｂ(

ヒ
ブ)

ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
事
業
も
行
う
、

本
町
も
子
育
て
応
援
の
充
実
を
。

国
は
、
子
ど
も
手
当
の
支
給
と
い
う

制
度
を
つ
く
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、

私
な
り
に
解
釈
し
ま
す
と
、
子
育
て
に

関
わ
る
経
費
を
国
が
負
担
し
、
補
償
す

る
事
に
よ
っ
て
少
子
化
を
防
ぎ
、
健
や

か
な
子
ど
も
を
育
て
る
事
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

そ
の
様
に
考
え
ま
す
と
、
基
本
的
に
、

子
育
て
に
要
す
る
経
費
は
こ
の
中
で
考

え
て
行
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

お
り
、
乳
幼
児
医
療
費
等
の
拡
大
を
い

ま
直
ち
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
町
の
総
合
的
な
施
策
の
中
に
子

育
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

限
ら
れ
た
財
源
を
ど
う
配
分
す
る
か
も

議
論
し
な
が
ら
、
施
策
を
決
め
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

予
防
で
き
る
唯
一
の
ガ
ン

若
い
女
性
に
増
え
続
け
る
予
防
で
き

る
唯
一
の
が
ん｢

子
宮
頸
が
ん｣

。
全

国
的
に
中
学
校
入
学
祝
い
と
し
て｢

無

料
ワ
ク
チ
ン
接
種｣

を
行
う
自
治
体
が

増
え
て
い
る
。
本
町
の
お
考
え
は
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
公
費
助

成
に
つ
い
て
の
ご
質
問
に
つ
い
て
で
す

が
、
全
国
で
少
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
公
費
助
成
を
行

う
団
体
も
あ
る
よ
う
で
す
。
た
だ
、
香

川
県
内
で
は
ま
だ
実
施
予
定
の
公
共
団

体
は
な
い
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

申
し
添
え
て
お
き
ま
す
が
、
こ
の
予
防

接
種
は
あ
く
ま
で
も
任
意
の
予
防
接
種

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
に
お
い
て
、
任
意
接
種
促

進
に
関
す
る
今
後
の
進
め
方
や
予
算
措

置
な
ど
も
含
め
、
ど
の
よ
う
な
方
策
が

効
果
的
か
を
総
合
的
に
検
討
す
る
よ
う

で
す
か
ら
、
そ
の
動
向
を
見
極
め
な
が

ら
、
本
町
の
公
費
助
成
な
ど
を
考
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

所
長
不
在
で
一
年
過
ぎ
た
が
、

こ
の
ま
ま
良
し
と
す
る
の
か
専

任
を
求
め
る
の
か
、
そ
の
見
通
し
は
。

ま
た
、
他
施
設
と
の
共
用
で
、
運
営
上

の
問
題
は
な
い
か
。
相
談
件
数
激
減
の

原
因
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

現
在
、
所
長
に
適
任
と
思
う
方
と
お

話
し
し
て
お
り
、
承
諾
が
あ
れ
ば
、
４

月
１
日
に
は
所
長
に
選
任
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

他
施
設
と
の
供
用
の
件
で
す
が
補
導
、

連
携
業
務
に
は
特
に
問
題
な
く
取
組
め

て
い
ま
す
。

相
談
業
務
で
す
が
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
時
間
帯
は
、
喧
騒
な
場
合
が
あ

り
ま
す
が
、
相
談
は
主
に
電
話
に
よ
る

相
談
で
あ
り
、
別
室
で
お
受
け
し
て
い

ま
す
。
ま
た
面
談
に
よ
る
も
の
は
日
程

を
調
製
し
て
保
健
セ
ン
タ
ー
の
研
修
室

で
お
受
け
す
る
な
ど
、
配
慮
を
し
て
い

ま
す
。

相
談
件
数
の
減
少
の
件
で
す
が
学
校
・

地
域
・
保
護
者
が
協
力
し
生
徒
指
導
や

補
導
の
展
開
を
し
て
き
た
成
果
も
あ
る

の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
方
公
会
計
改
革
へ
の
取
り
組

み

自
治
体
財
政
健
全
化
法
に
照
ら
し
て

今
後
の
財
政
運
営
上
の
課
題
と
思
わ
れ

る
団
塊
世
代
退
職
の
退
職
金
問
題
、
イ

ン
フ
ラ
資
産
な
ど
の
劣
化
に
よ
る
維
持

管
理
費
の
増
大
、
連
結
債
務
圧
縮
な
ど

に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

行
政
運
営
上
の
考
え
方
の
転
換
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

退
職
金
の
問
題
は
、
公
務
員
制
度
上

の
問
題
に
関
わ
っ
て
お
り
、
制
度
改
正

が
あ
れ
ば
対
応
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

し
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
の
問
題
で
す
が
、
公
会
計

で
は
減
価
償
却
費
の
積
立
と
い
っ
た
様

な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
考

え
方
と
し
て
は
必
要
な
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

町
は
、
施
設
の
修
繕
に
備
え
た
基
金

の
積
立
な
ど
を
し
て
い
ま
す
が
、
土
地

開
発
公
社
で
い
え
ば
借
入
金
の
率
な
ど

に
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
遊
休
資
産
の
売

却
で
は
借
入
金
の
返
済
な
り
に
充
て
る

こ
と
な
ど
も
い
ま
考
え
て
い
ま
す
。
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谷
川
町
長
は
町
民
の
咽
に
入
っ

た
町
民
税
に
手
を
突
っ
込
ん
で

取
り
上
げ
て
、
町
長
の
政
策
の
水
族
館
、

臨
海
公
園
、
道
路
舗
装
は
果
た
し
て
我
々

町
民
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
な
の
か
。

そ
れ
よ
り
も
今
我
々
町
民
に
と
っ
て
是

非
必
要
な
の
は
、
水
道
、
国
保
料
金
の

無
理
な
値
上
げ
は
し
な
い
。
住
民
の
命

を
守
る
た
め
に
乳
幼
児
、
小
・
中
高
校

生
徒
、
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
無
料
化

と
南
部
開
発
を
率
先
し
人
口
増
加
に
繋

げ
る
こ
と
が
今
必
要
と
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
町
長
の
姿
勢
を

正
し
た
い
。

町
の
命
を
守
る
と
い
う
政
策
に
つ
い

て
の
ご
質
問
と
存
じ
ま
す
。

ま
ず
、
ぜ
ひ
予
算
書
を
ず
っ
と
見
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
我
々

と
し
ま
し
て
は
、
当
然
の
ご
と
く
、
先

ほ
ど
か
ら
議
論
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、

住
民
の
健
康
、
そ
れ
か
ら
医
療
・
福
祉
―

そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
の
予

算
措
置
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

し
て
、
ぜ
ひ
と
も
、
十
分
に
予
算
書
を
、

こ
れ
か
ら
議
論
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
が
、
精
査
を
さ
れ
、
ご
発
言
、
ご
提

言
を
い
た
だ
け
た
な
ら
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

宇
多
津
町
文
化
協
会
よ
り
、
利

用
料
が
値
上
げ
さ
れ
、
前
納
を

前
提
と
し
た
利
用
料
を
６
ヶ
月
分
一
括

し
て
納
入
す
る
の
は
厳
し
い
の
で
再
度

検
討
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
書
が
１
０
０

名
近
い
署
名
と
と
も
に
提
出
さ
れ
て
い

た
が
、
議
会
で
の
審
議
を
目
前
に
同
協

会
か
ら
取
下
げ
ら
れ
る
と
い
う
事
態
と

な
っ
た
。
取
下
げ
ら
れ
た
と
い
え
ど
も

署
名
さ
れ
た
方
々
の
声
を
ふ
ま
え
る
と
、

利
用
料
に
つ
い
て
は
先
の
議
会
で
承
認

さ
れ
て
い
る
た
め
条
例
改
正
は
難
し
い

が
、
納
入
方
法
に
つ
い
て
は
緩
和
で
き

な
い
か
。

昨
年
９
月
の
議
会
に
お
き
ま
し
て
、

保
健
セ
ン
タ
ー
関
係
の
使
用
料
の
条
例

改
正
の
ご
議
決
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
従
前
は
使
用
日
の
２
カ
月
前
か

ら
使
用
申
請
の
受
付
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
町
民
の
方
々
で
、
か
つ
、
営
利
目

的
で
は
な
く
毎
週
定
期
的
に
ご
利
用
の

あ
る
団
体
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
６

カ
月
を
限
度
に
長
期
の
継
続
使
用
が
で

き
る
よ
う
、
規
則
を
改
め
ま
し
た
。
ま

た
、
長
期
継
続
使
用
の
説
明
会
を
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
協
議
も
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ご
質
問
の
件
で
、
い
わ
ゆ
る
納
入
時

期
な
ど
の
ご
質
問
だ
と
理
解
し
て
お
り

ま
す
が
、
条
例
で
は
、
使
用
の
許
可
を

受
け
た
方
に
つ
い
て
は
、
使
用
料
を
前

も
っ
て
納
め
る
と
い
う
こ
と
が
規
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
私
ど
も
と
し
て

は
、
条
例
ど
お
り
に
執
行
す
べ
き
と
は

考
え
て
い
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
条
例
や
規
則
の
条
文
の

中
に
は
、｢

条
例
、
規
則
に
定
め
る
も

の
の
ほ
か
、
必
要
な
事
項
は
町
長
が
定

め
る｣

と
い
っ
た
よ
う
な
規
定
も
あ
り

ま
す
。
今
後
、
納
入
時
期
等
は
、
一
定

の
限
度
を
定
め
る
な
ど
の
検
討
を
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
私
ど
も
と
し
て
は
、
毎
月
申

請
に
来
ら
れ
る
方
々
の
こ
と
も
考
慮
し

て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
を
行

う
必
要
性
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
申
し

添
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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保
健
セ
ン
タ
ー
の
利
活
用

に
つ
い
て

平田弘次議員

町
長
の
政
策
転
換
で
住
民

の
暮
ら
し
と
命
を
守
れ

井原猛雄議員
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議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
２
月
３
日
、
４
日
に
長

崎
県
大
村
市
議
会
を
訪
ね
、
議
会
の
運
営
に
関
す
る

研
修
を
行
っ
た
。

同
市
議
会
で
は
、｢

ス
ピ
ー
デ
ィ
な
議
会
改
革
で
、

市
民
に
存
在
感
を
示
す｣

と
い
う
理
念
の
下
、
一
般

質
問
で
の
一
問
一
答
方
式
、
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
議
会
だ
け
で
な
く

委
員
会
も
傍
聴
で
き
る
。

さ
ら
に
、
市
民
と
議
会
の
集
い｢

語
っ
て
み
ゅ
ー

か｣

を
年
２
回
行
っ
て
い
る
。
こ
の
集
い
は
、
３
月

と
９
月
の
定
例
議
会
終
了
後
、
２
か
月
以
内
に
８
地

区
で
行
わ
れ
る
。
25
名
の
議
員
が
６
名
ず
つ
４
班
に

分
か
れ
て
開
催
さ
れ
、

①
議
会
か
ら
の
報
告
・
質
疑
応
答

②
市
民
と
の
意
見
交
換(

テ
ー
マ
あ
り)

③
フ
リ
ー
ト
ー
ク(

市
政
全
般)

な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
各
所
で
市
民
か
ら
の
忌
憚
の

な
い
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。

議
会
に
関
す
る
こ
と
で
は
、

・
政
務
調
査
費
を
使
っ
て
調
査
し
た
こ
と
は
市
民
に

発
表
せ
よ
。

・
議
員
定
数
が
多
い
。

・
民
意
が
市
議
会
に
届
い
て
い
な
い
。

な
ど
の
厳
し
い
意
見
も
。
ま
た
、
そ
の
他
、

・
給
食
費
未
納
対
策
を
。

・
公
園
ト
イ
レ
の
整
備
を
。

・
道
路
拡
幅
な
ど
の
陳
情
を
出
し
て
い
る
が
、
進
展

が
な
い
。

・
若
い
人
の
働
く
場
所
が
な
い
。

と
い
う
切
実
な
意
見
も
出
さ
れ
た
。

本
町
で
も
、
昨
年
初
め
て
の
試
み
と
し
て｢

議
会

報
告
会｣

を
行
っ
た
が
、

・
回
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

・
報
告
の
時
間
が
長
く
、
質
問
の
時
間
が
短
い
。

な
ど
と
い
う
ご
意
見
も
頂
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
本
町
で
も
多
く
の
町
民
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
、

年
に
２
回
以
上
の｢

議
会
報
告
会｣

開
催
、
さ
ら
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
本
会
議
の
中
継
な
ど
、

｢

開
か
れ
た
議
会｣

を
目
指
し
た
様
々
な
取
り
組
み

を
検
討
し
た
い
。
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平
成
22
年
第
１
回
臨
時
会

平
成
22
年
第
１
回
臨
時
会
を
平
成
22
年

１
月
29
日
に
開
催
し
た
。
議
案
２
件
は
全

会
一
致
で
す
べ
て
可
決
し
た
。
そ
の
内
容

は①
新
宇
多
津
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
西
側
に
完
成

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
分
館
の
名
称
を

｢

宇
多
津
町
新
宇
多
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

分
館｣

と
し
た
。

②
宇
多
津
小
学
校
プ
ー
ル
の
改
修
工
事
は
、

６
社
の
指
名
競
争
入
札
で
行
わ
れ
、
㈱

光
建
設

(

丸
亀
市
田
村
町)

が
５
、９

８
５
万
円
で
請
負
契
約
の
締
結
を
し
た
。

(大村市・市民と議会の集い)
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２
月
16
日
に
毎
年
恒
例
の
宇
多
津
子
ど
も
議

会
が
開
催
さ
れ
、
宇
多
津
北
小
学
校
、
宇
多
津

小
学
校
、
宇
多
津
中
学
校
か
ら
の
代
表

｢
子
ど

も
議
員｣

が
町
議
会
本
会
議
場
に
集
ま
り
ま
し

た
。宇

多
津
北
小
学
校
か
ら
は
、
全
校
生
を
対
象

に
取
っ
た

｢

宇
多
津
臨
海
公
園
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果｣

に
よ
る
と
、
海
の
生
き
物
や

環
境
に
つ
い
て
学
べ
る
水
族
館
の
よ
う
な
施
設

の
建
設
、
ま
た
遊
具
広
場
に
は
低
学
年
向
け
の

遊
具
が
多
い
の
で
、
高
学
年
か
ら
大
人
で
も
楽

し
め
る
遊
具
を
増
設
で
き
な
い
か
な
ど
の
質
問

が
さ
れ
ま
し
た
。

宇
多
津
小
学
校

か
ら
は
、
健
康
な

体
づ
く
り
を
目
標

と
し
て
い
る

｢

元

気
習
慣
調
べ｣

を

毎
月
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
を

も
と
に
毎
日
朝
食

を
食
べ
る
事
へ
の

大
事
さ
必
要
性
を

発
表
し
、
み
ん
な

に
朝
食
の
大
切
さ

を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
誰
で
も

作
れ
る
簡
単
レ
シ

ピ
を
作
成
し
配
布
、

ま
た
は
広
報
な
ど

に
掲
載
し
て
欲
し

い
と
の
質
問
が
さ
れ
ま
し
た
。

宇
多
津
中
学
校
か
ら
は

｢

地
域
に
貢
献
で
き

る
生
徒｣

を
目
標
と
し
、
年
間
を
通
じ
て
さ
ま

ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
新
た
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、

宇
多
津
臨
海
公
園
に
訪
れ
た
方
々
が
安
ら
ぐ
場

所
と
し
て
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
公
園
内
を

地
域
の
方
や
小
学
生
と
と
も
に
清
掃
し
、
花
で

飾
る
機
会
を
与
え
て
も
ら
い
た
い
な
ど
、
普
段

考
え
て
い
る
こ
と
や
自
分
た
ち
で
調
べ
て
き
た

質
問
や
要
望
に
対
し
町
長
を
は
じ
め
と
す
る
各

担
当
課
長
が
出
席
す
る
中
、
活
発
な
質
疑
応
答

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
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宇
多
津
町
議
会
で
は
次
の
通
り

第
２
回
議
会
報
告
会
を
開
催
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
報
告
会
は

身
近
な
議
会
、
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
昨
年
か
ら
開
催
さ
れ
た
も

の
で
す
。
今
回
は
平
成
22
年
度
の

新
年
度
予
算
を
中
心
に
、
様
々
な

事
柄
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
様
の

ご
意
見
な
ど
を
お
伺
い
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
越
し
下
さ
い
。

日

時

５
月
13
日(

木)

19
時

場

所

保
健
セ
ン
タ
ー

４
階
大
会
議
室

議
会
報
告
会
開
催
の

ご
案
内

前
号

(

33
号)

井
原
議
員
一
般

質
問
の
原
稿
で

｢(

誤)

藻
式
塩
田｣

は

｢(

正)

模
式
塩
田｣

で
し
た
。

お
詫
び
と
訂
正
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。 お

詫
び
と
訂
正
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４月11日聖通寺市が､ 開催されました｡
当日は朝から天候が心配されましたが､ 市が終わる

まで雨は待ってくれました｡
桜の花も満開を少し過ぎていましたが､ お花見をす

るには十分な花を､ 咲かせていてくれました｡ 何度見
ても桜の花は綺麗であるが､ 散るのも早い､ だからよ
り一層美しく見えるのだろう｡
来年の聖通寺市の時にも､ 美しい花を咲かせてくれ

る事を楽しみにして､ 子供の頃から楽しんだ聖通寺市
が開催され､ たくさんの人に訪れて頂けることを願い､
そして宇多津町が元気で､ 光輝き続ける町であること
を願い､ 今まで以上にふるさとの発展の為に､ ガンバ
リ続けたいと誓った一日でありました｡

２日 議員総会
18日 建設教育常任委員会
22日 議会運営委員会

１日 議会運営委員会
５日 全員協議会
８日 第１回定例会本会議
10日 一般質問
11日 一般質問
12日 総務民生､ 建設教育合同委員会
15日 総務民生､ 建設教育合同委員会
16日 建設教育常任委員会
17日 休会
18日 総務民生常任委員会
19日 議会運営委員会・合同常任委員会

全員協議会・本会議

����������

�月
５日 議員総会
21日 議会運営員会
26日 第２回臨時会・議会広報特別委員会

この冊子は再生紙を使用しています
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街
路
の
サ
ツ
キ
が
満
開
を
迎
え

る
頃
と
な
り
ま
し
た
。

先
日
も
町
外
の
方
に
、｢

宇
多

津
の
駅
前
は
道
路
沿
い
に
、
色
と

り
ど
り
の
ツ
ツ
ジ
が
植
わ
っ
て
い

て
、
花
の
頃
は
と
て
も
き
れ
い
ね
。｣

と
言
わ
れ
ま
し
た
。｢

ど
う
し
て

街
路
に
ツ
ツ
ジ
を
植
え
て
い
る
の
。｣

と
尋
ね
ら
れ
た
の
で
、｢

あ
れ
は
、

ツ
ツ
ジ
で
は
な
く
サ
ツ
キ
で
、町

の
花
な
の
よ
。｣

と
教
え
ま
し
た
。

４
月
か
ら
５
月
の
宇
多
津
駅
周

辺
は
サ
ツ
キ
が
見
事
で
、
赤
、
紫
、

ピ
ン
ク
、
白
な
ど
の
華
や
か
な
花

の
色
に
は
、
私
た
ち
が
ど
ん
な
に

綺
麗
な
色
の
服
を
着
て
も
か
な
い

ま
せ
ん
。
サ
ツ
キ
は
、
ツ
ツ
ジ
科

の
花
で
す
が
、
春
先
に
ツ
ツ
ジ
が

咲
い
た
後
、
旧
暦
の
５
月
頃
か
ら

咲
き
始
め
る
の
で

｢

皐
月｣

(

サ

ツ
キ)

と
い
わ
れ
る
そ
う
で
す
。

サ
ツ
キ
の
頃
は
凌
ぎ
や
す
く
、

ま
さ
に

｢

お
出
か
け
日
和｣

。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
、
駅
前
か
ら
臨
海

公
園
ま
で
、
サ
ツ
キ
を
楽
し
み
な

が
ら
歩
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。

(

Ｈ
・
Ｎ)

�月

�月

開かれた議会を目指して
宇多津町議会では､ 議会活性化のために､ 様々な取組みをしています｡
● 定例議員総会 (毎月第１火曜日)
● 『議会だより』の作成･発行(年４回)
● 日曜議会などの開催 ● 各委員会による調査・研究など

ご 意 見 等 は 議 会 へ
(匿名によるご意見等はお受けする事ができません)
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聖通寺市

議会広報特別委員

西本弘子委員宮本 隆委員 大松喜次郎委員
香川虎生委員長 平田弘次副委員長池田弘昌議長


